
台湾税関で発見された
商標権侵害品の差止め手続き
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税関で輸出入貨物の
中に商標権侵害の疑
いがある物品（商標権
侵害疑義物品）が発見
されると、税関から商
標権者に通知がある。

台湾税関での商標権侵害品差止めの流れ

原則として
24時間以内※２

3営業日以内※１

税関からの通知 真偽の確認 鑑定報告書の提出 司法プロセスへ

商標権者は、税関で発
見された商標権侵害
疑義物品が自身の商
標権を侵害しているか
どうかを確認する。

商標権者は、税関で発
見された商標権侵害
疑義物品が商標権を
侵害していることを示
す証拠（鑑定報告書）
を税関に提出する。

・台湾税関で発見された商標権侵害品を差し止めようとする場合、商標権者は、「真偽の確認」と

「鑑定報告書の提出」を迅速に行う必要がある。

※１ 正当な理由がある場合は、3
営業日の延長を1度に限り申請す
ることができる。

※２ 航空便輸出の場合は4時間
以内、航空便輸入、船便輸出入の
場合は24時間以内
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従前 改正後（現行）

真偽の確認方法 税関に出頭した上で、現物を直接確認
税関のプラットフォーム上で提供される現物の写真を
参考に、オンラインで手続きを進めることも可能

鑑定報告書の提出方法 書面で提出 オンラインでの提出も可能

鑑定報告書の提出期限の延
長申請方法

書面で提出 オンラインでの提出も可能

「税関による商標権益保護措置の実施弁法」の改正

・従前の差止め手続きにおいては、「真偽の確認」に際し、税関への出頭が必須であるなど、商標

権者にとっての負担が大きいという課題があった。

・2021年9月15日に、「税関による商標権益保護措置の実施弁法」が改正されたことにより、差止

め手続きが緩和され、オンラインでも各種手続きを進めることができるようになった。

●「税関による商標権益保護措置の実施弁法」改正のポイント
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個別事案毎に付与される
識別コードを入力

① ②

③

https://portal.sw.nat.gov.tw/PPL/index

通關服務⇒免證申辦服務

免證申辦服務（簡易申辦）⇒智慧財產權
⇒(WW911)商標權人或其代理人取得疑似
侵權案件照片及進行侵權與否認定作業

商標権侵害品差止め手続きのためのプラットフォーム（WW911）
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WW911の内部インターフェース

商標権侵害疑義物品の写真
の閲覧・ダウンロード

認定手続きの意思表示

鑑定報告書提出期限の
延長申請

鑑定報告書の提出
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WW911の内部インターフェース（仮訳）

案件識別コード：

画像ファイル（閲覧およびダウン
ロード機能を含む） 税関が提供する写真データは摘発時に撮影した写真に限られ、権利侵害であるか否かの認定の唯一の根拠としてはならない。

航空便輸出貨物の場合4時間、航空便輸入及び船便輸出入貨物の場合24時間以内に、下記のうちの一つ選択すること：

上記規定の期限内に税関へ出頭し権利侵害であるか否かの認定を行う。

税関に出頭して権利侵害であるか否かの認定を行わず、権利侵害であるか否かの証拠も提供しない。

税関に出頭して権利侵害であるか否かの認定を行わないが、税関からの通知を受けた後３執行日以内に権利侵害であるか否かの証拠を提供する（正当な理由があり期限内に提出できな
い場合、期限満了前に税関に対し書面にて理由を説明し３執務日の延長を申請することができるが、一度限りとする）。

注 ： 上記規定の期限内に選択しなかった場合、税関は税関による商標権益保護措置の実施弁法第７条の規定に基づき処理する。

商標権者の鑑定報告提出の３執行日の
延長申請

鑑定報告書アップロード 注 ： アップロードファイル形式ルール：
１．ファイルの種類はｊｐｇ或いはｐｄｆ。
２．アップロードする一つのファイルの容量は２ＭＢを超えてはならない。
３．１度に複数個のファイルをアップロードできる。識別するために、アップロードの前にファイル名に順番に番号付
けすること。
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商標権侵害疑義物品の写真
の閲覧・ダウンロード

認定手続きの意思表示

鑑定報告書の提出

鑑定報告書提出期限の
延長申請


